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　食文化館マリンデッキ（川崎三丁目）で「ecoeco
キャンドルナイト」が開催されました。この事
業は、「いいとこ小浜づくり協働推進事業」の
ひとつとして、エコロジー意識の向上を目的に
市民実行委員会が開催。会場には再利用したも
のなどキャンドル 250 個が設置されたほか、映
画の上映や音楽ライブなどが行われました。
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　市民の代表らで構成する小浜市観光まちづ
くり推進会議の川

かわかみ

上洋
よ う じ

司委員長（福井大学大
学院教授）が、観光まちづくり計画案を松崎
市長に提出しました。会議は、今年 2 月から
9 回にわたって開催。「まちの駅の整備」と「小
浜地区中・西部地域のまち歩き環境整備」を
主な取り組みとした計画案をまとめました。

　キャンドルでエコな夜を演出 　新たな観光まちづくりに向けて8
6

　福井県立大学小浜キャンパス（学園町）で「環
境・エネルギー学会 in OBAMA」が開催され
ました。この学会は、科学技術系人材の積極的
な育成を行う〝スーパーサイエンスハイスクー
ル〟として文部科学省から指定されている若狭
高校が企画。学会では高校生と科学者による
パネルディスカッションなどが行われました。

　「尾木ママ」の愛称で親しまれている教育評論
家の尾

お ぎ

木直
な お き

樹さんによる講演会が文化会館（大
手町）で開催されました。この講演会は、発達
障がいへの理解促進を目的にした「市スマイル
こころのバリアフリー事業」の一環として実施。
尾木さんは 900 人の観客を前に「みんなが共生
できる社会を作ろう」と呼びかけていました。

　エネルギーをテーマに議論7
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▲水天宮前で、一番町振興会による伝統の水まつりが
行われ、子どもたちでにぎわった（一番町・7月23日）

水ろうそくを灯して

　尾木ママ流！子育て術7
30

▲浄化センターの見学会に市内から 13 組 26 人の親子が
参加（川崎二丁目・8月 7日）

▲内外海地区の小学1〜6年生約30人が大工さんのア
ドバイスを受けながら木工体験（内外海公民館・8月7日）

下水道の仕組みに興味津々

わくわく大工さん教室
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▲夏休みの公民館開放事業に地域の子どもたち 103 人が参
加。科学実験教室などを体験（今富公民館・7月 30 日）

夏休みは公民館で楽しく
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これが小浜の夏祭り！
若狭マリンピア 盛大に開催！

▲花火大会では 5,500 発の花火が打ち上げら
れ約 3万人の観客を魅了（人魚の浜・8月 1日）

▲上・高さ約 16㍍のかごにたいまつを投げ入れる伝統行事の松上げ（人魚の浜・8月 1日）
　下・夜の市でおばまガールズがフラダンスを披露（はまかぜ通り商店街・7月 31 日）


